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「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学大学院法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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＜FLPシンポジウム開催報告＞

早稲田大学大学院法務研究科
FLPシンポジウム

　2019年6月1日（土）、Female Lawyers Project
（女性法曹輩出促進プロジェクト、通称FLP）では、
「ロースクールへ行こう！女性法律家はこんなに面
白い！」を主催いたしました。今回で5回目の開催
となります。
　基調講演者は、医学部入試における女性差別弁護
団に参画され、日弁連男女共同参画推進本部事務局
長を務められている佐藤倫子弁護士（亀岡・佐藤法
律事務所、香川県所在）です。
　佐藤弁護士からは、「わたしにとっての弁護士と
いう職業」というタイトルでご講演頂きました。弁
護士としてのご活動について、代理人としての活動
と、弁護人としての活動があり、そのうち、地裁で
敗訴となった民事事件の当事者の委任を受け、丹念
に裏付け調査行った結果、逆転控訴を勝ち取った代
理人としてのご活動や、故意の有無が争点となった
刑事事件につき無罪判決となった弁護人としてのご
活動等、様々な事件についてのお話を頂きました。
一見して困難と思われる事案でも、依頼者の利益の
為に、諦めずに丹念な調査を行い、法律を武器に全
力で事件解決に取り組まれている佐藤弁護士のお姿
に、大変感銘を受けました。
　また、困っている人がいたら放っておけないとい
うお気持ちから、女性差別弁護団問題では、新たな
試みとしてクラウドファンディングにより寄付金を
募ったり、LGBTの問題では、近隣の方が婚姻届を
提出するというSNSを見て駆け付けたりする等、
何よりも、社会で生起する問題を他人事でなく、自
分事として捉えて、徹底的に戦うという佐藤弁護士
の姿勢が、とても印象的でした。
　基調講演に続いて、早稲田大学大学院法務研究科
修了生の西原以久美弁護士（Amazon Japan合同会

社）、共催校の中央大学法科大学院修了生の中曽根
佳依検察官（東京地方検察庁）、千葉大学法科大学
院修了生の阿部実佑季弁護士・弁理士（高橋雄一郎
法律事務所・特許業務法人高橋・林アンドパートナー
ズ）に「若手法曹からみた法曹の仕事のやりがい」
というテーマでご登壇頂き、最後は、全登壇者によ
るパネルディスカッションを実施しました。
　それぞれのご登壇者の方々は、企業法務、捜査・
公判、特許関連法務等それぞれ活躍の場は違うもの
の、自分が正しいと思うことを実現できるとお話さ
れていた点は共通しており、非常に印象的でした。
　また、ご登壇者の皆さんが、現在のお仕事内容に
ついて生き生きとお話されていて、ワークライフバ
ランスや仕事のやりがい等、多数の質問が寄せられ、
質疑応答も活発になされました。
　当日は、大学院生、大学生のほか、高校生の参加
者もおり、参加者数は50名超と過去最大数でした。
参加者の中には、シンポジウムを聴いて、法曹にな
りたいという気持ちが強くなったり、法曹を進路に
加えてみようという方も数多くおり、参加された
方々にとっても非常に意義深いシンポジウムになっ
たようです。
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新 任 教 員 紹 介 2019年4月から早稲田大学大学院法務研究科の専任教員等として
着任された先生の方々をご紹介いたします。 （資格、氏名五十音順）
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  准教授
主な研究テーマ：行政訴訟実務
主な経歴：2008年弁護士登録以来、各種行政事件及び行政訴訟を活性化するための諸活動
に従事する。
　現在、日本弁護士連合会行政訴訟センター事務局長、大田区非常勤職員（審理員）、世田
谷区生活環境保全審査会委員、世田谷区・文京区空き家等対策問題アドバイザーなど。

ひとこと：行政法・行政事件に対してとっつきにくいイメージをもっていたり、それ故に
苦手意識をもっていたりする方も少なくないかと思います。授業では、できる限り具体の事
件に落とし込んでお話をし、行政事件の面白さ・奥深さを感じてもらい、そのようなイメー
ジ・苦手意識を払拭してもらいたいと考えています
　また、行政事件を仕事の中心とする弁護士がいることを知ってもらい、将来の法曹像を描
くにあたっての一つの参考にしていただけると嬉しい限りです。
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　教授
主な研究テーマ：刑事訴訟実務
主な経歴：2001年神戸地裁判事補に任官。以後，東京，大阪，出向（検事兼任財務事務官（国
税審判官）），千葉，司法研修所（刑事裁判教官）と異動し，2019年より現職（東京地裁判事）。

ひとこと：４年ぶりに刑事裁判の最前線に戻り，改めて，最近の刑事裁判は，多くの関係
者の努力と協力によって営まれる，とてもぜいたくなライブであり，（誤解を恐れずに言わ
せていただくと）魅力の尽きないものであると実感しています。事件の軽重を問わず，目の
前で，一期一会の人間ドラマに触れ，感情を揺さぶられたり，物事の善悪を超えて考えさせ
られたりすることも多い，新鮮な日々を過ごしています。学生の皆さんに，その雰囲気の一
端をお伝えするとともに，その背後には，法曹三者に共通の，刑法と刑事訴訟法の的確な理
解・運用があること（刑事訴訟実務と司法試験の刑事系科目の勉強が地続きであること）を，
少しでも実感してもらえるような授業ができるよう，微力ながら努めてまいります。
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　教授
主な研究テーマ：検察実務
主な経歴：1988年早稲田大学法学部卒業、1991年早稲田大学大学院法学研究科（修士課程）
修了、1995年に検事に任官して以降、東京地検のほか、福岡地検、那覇地検、秋田地検、
広島地検等各地の検察庁で勤務、前職は、千葉地検交通部長。

ひとこと：懐かしい早稲田に久しぶりに戻ってくることができ、とてもうれしく思ってい
ます。法務研究科での授業は、検事としての現場での経験を生かし、法律が実務の現場でど
う使われていくのかを学生に具体的にイメージしてもらえる内容にしていきたいと考えてい
ます。そして、それを通じて、法律を学ぶ楽しさのようなものを伝えられればと思っています。

　法務研究科キャリア支援室では、2019年5月
22日（水）および24日（金）に「法律事務所・企業に
よる合同説明会」を開催いたしました。合計で27
の法律事務所・企業の採用ご担当者に、採用情報や
業務内容のご説明、就職活動のアドバイス等をいた
だきました。
　また、9月の司法試験合格発表後にも、同様の説
明会を開催する予定です。なお、求人情報等の配信

も承っておりますので、以下のWebサイトをご参
照下さい。

■早稲田大学法務研究科キャリア支援室Webサイト
　https://www.waseda.jp/folaw/gwls/career/
■合同説明会　参加法律事務所・企業一覧はこちら
　https://www.waseda.jp/
 folaw/gwls/news/2019/05/21/9078/　

法律事務所・企業による合同説明会　開催報告
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弁護士法人早稲田大学リーガル・クリニックにおける
修了生プログラムのご紹介

１　修了生プログラムの概要
　　修了生プログラムとは、司法修習前の同研究科修了生を受講生とする、早稲田大学大学院法務
研究科と弁護士法人早稲田大学リーガル・クリニックが共同で実施するリカレント教育プログラム
です。実施期間は概ね毎年5月末頃から8月頃までであり、2017年度から開始し今年度で３年目の
実施となります。
　同プログラムには、①臨床実務プログラム（民事クラス及び家事・ジェンダークラス）と②訴状
答弁書起案プログラムの２種類のプログラムがあり、①では、一般的なエクスターンシップとは異
なり、担当弁護士・教員の関与の下、受講生自身が、主体的に相談者から直接事案を聞き取った上で、
法的助言、法文書の作成等を行います。②では、受講生が、模擬法律相談を見た上で、訴状と答弁
書を起案し、当事務所の大塚正之弁護士（元東京高裁判事）が、裁判官と弁護士の双方の視点から
解説・添削を行います。

２　臨床実務プログラム（担当教員・外山太士弁護士）
　以下、昨年度の臨床実務プログラム（民事クラス）の活動をご紹介します。
　昨年度は、1件の法律相談の他、以下の2件に取り組みました。1件は、第1審において敗訴となっ
た原告からの控訴審に関する相談でした。訴訟記録を読み、現地を訪問し、各争点を踏まえて、証人
尋問の尋問事項書を作成しました。敗訴原因を探り、逆転勝訴に必要な材料を探し、それを証人尋問
で引き出すという、弁護士として必要な作業ができたように思います。もう1件は、古いマンション
管理規約の見直しに関する相談で、理事会権限の明確化、ペット問題、管理費滞納者対応、区分所有
者の死亡時や認知症罹患時の対応など多様な問題点について、区分所有法、判例、国交省の標準管理
規約モデルなどを参照し、担当教員の鎌野邦樹教授の専門的助言も得て検討を行いました。なじみの
薄い分野ですが、実務的に重要な問題を法的に検討し、規約という形で表現するよい機会となりました。

３　受講生の感想など
• 控訴審案件では、訴訟記録の読込みに際して、争点の確認や裁判所の関心事項を考えながら、
どの事実が要件事実の立証にとって、説得的なものか精査し
た。特に、規範的要件については主張に工夫が必要だった。

• マンション規約案件では、マンション管理組合員としての活
動か自治会員としての活動か検討する際、会社法210条2項
に関する主要目的ルール的な発想を用いる等、弁護士実務で、
司法試験での学習の応用的部分の存在も実感できた。

• 司法試験合格発表前にこのような機会を経験することは、就
職活動を行う上でも重要に思われる。弁護士の仕事への理解
が深まっただけでなく、クリニック事務所の弁護士や事務職
員の方との接触を通じ、求める職場の雰囲気などにも思いを
馳せることができた。

早稲田大学大学院法務研究科　非常勤講師
弁護士法人早稲田大学リーガル・クリニック　弁護士　外
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今後も、関係者一同、法曹養成の一環として、実りある修了生プログラムを提供していきます。
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稲門法曹奨学金へのご寄付についてのお問合せ
早稲田大学大学院法務研究科

Tel：03 -5286 -1678　Fax：03 -5286 -1720

「梓」 送付停止や、送付先のご住所・ご勤務先の
変更等をご希望の場合は、以下の申請フォームにて
申請をお願いいたします。代理の方による申請も
可能です。なお、代理の方はお手数ですが、封書の
破棄をお願いいたします。

＜申請フォームURL＞
https://www.waseda.jp/
 folaw/gwls/alumni/wls-news-letter/

検索早稲田　梓

1　就職情報交換会・司法試験慰激励懇親会の実施
　2019年5月25日、27号館にて、早稲田ロースクー
ル稲門会（以下、「WLS稲門会」といいます。）主
催（法務研究科キャリア支援室共催）の就職情報交
換会を開催しました。10回目となる本年は、約40
名が参加する中、法曹三者や官公庁で活躍する7名
のOB・OGが就職活動のアドバイスや現在の仕事
内容について、講演をされました。
　また、同日、大隈ガーデンハウスにて、司法試験
の受験生を対象に、恒例の司法試験慰労・激励懇親
会を開催しました。参加人数は約50名で、多くの
先生方、AA、ロースクールOB・OGにもご参加頂
きました。
　ご参加、ご協力頂いた皆様には心より感謝申し上
げるとともに、このような企画を継続していくため
にも、OB・OGの皆様におかれましては、より一層
のお力添えを宜しくお願い致します。

2　WLS稲門会とは？
　WLS稲門会は、同ロースクールの修了生が自動
的に加入する同窓会組織です。小野梓記念館という
同じ屋根の下で学んだ者同士、縦にも横にも懇親の
輪を広げようという趣旨で設立されました。
　なお、類似した別組織として、稲門法曹会があり
ます。同法曹会は、司法試験に合格し、かつ校友で
ある者が加入しており、早稲田大学卒業者で他大学
のロースクールに行った者も加入しています。対し
て、WLS稲門会は、司法試験の合否に関係なく同
ロースクールを修了した者が加入する組織です。

3　WLS稲門会の会費に関して
　WLS稲門会の年会費は3000円です。年会費をお
支払いいただくための書類を、随時送付させていた
だく予定です。
　何卒、よろしくお願い申し上げます。

ロースクール稲門会イベント
東池袋法律事務所　弁護士

早稲田ロースクール稲門会理事　2013年修了生　渡
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　2019年5月20日、稲門法曹会主催の講演会「ゲー
ムチェンジはどこで起きるのか？」に参加しました。
講師は、早稲田大学ビジネススクールで教鞭をとら
れている内田和成教授です。内田教授といえば、「論
点思考」「仮説思考」等の著者であり、最近では「ゲー
ム・チェンジャーの競争戦略」を執筆されています。
さてさて、「ゲームチェンジ」とは、何を意味する
のか…興味津々で伺ってきました。
　まず、内田教授のお話が面白い！現代の事象を論
理的に分析されているお話を聞いて、なるほどと頷
くばかりでした。特に、ビジネスに変革をもたらす
３つのドライバーのお話（イノベーションのトライ
アングル：①技術革新、②心理的変化、③構造変化）
は、興味深かったです。ビジネスや社会の変革とい
うことをイメージすると、技術の革新を思いつく方

が多いかもしれません。しかし、例えば、「AIによ
る介護」を考えてみると、自分の親の介護をAIに
任せるという方はあまり多くはないかもしれません。
そうすると、心理的な変化の方が、変化にとってよ
り重要な要因であるといえます。そして、このよう
な変化の要因を見逃さないことが成功への鍵である
と。ゲームチェンジとは、従来の枠組みを超えて、
新たな枠組みなり制度を作ること。私達、法曹にとっ
ても、変化の要因を
見逃すことをせず、
より良い法的サービ
スを提供し、社会に
貢献することが求め
られているのだなと
思った次第です。

稲門法曹会講演参加報告
早稲田リーガルコモンズ法律事務所　弁護士
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